
令和４年２月 18 日 

茨木市新型コロナウイルス対策本部会議 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた対応等について 

 

 

標記について、大阪府から令和４年２月 18 日付け災対第 4131 号で示され

た「まん延防止等重点措置に基づく要請」等を踏まえ、下記のとおり決定します。 

 

 

記 

 

 

１ 市主催（共催含む）の市民が参加するイベントや集会及び公共施設の対応に

ついて 

 （1）期 間：令和４年２月 21 日～３月６日 

（2）対 応：適切な感染防止策等（※）の実施を条件とします。 

（3）その他：市主催（共催含む）のイベント等、公共施設の休館等（別添の

とおり）については市ホームページ等で周知します。  

 

２ 参考資料 

令和４年２月 18 日付け災対第 4131 号「新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止に向けた取組みについて」 

 

※：適切な感染防止策等（まん延防止等重点措置に基づく要請より） 

➤イベント開催の要件は以下のとおり 

感染防止安全計画策定　※3 その他（安全計画を策定しないイベント）

人数上限　※2
20,000人まで

（対象者全員検査により、収容定員まで追加可 ※4）
5,000人

収容率　　※2 100％　※5 大声なし：100％、大声あり：50％　※6

◆ 感染防止安全計画は、イベント開催日の２週間前までを目途に大阪府に提出すること

◆ 「その他（安全計画を策定しないイベント）」について、府が定める様式に基づく感染防止策等を記載した
　チェックリストを作成し、HP等で公表すること。当該チェックリストは、イベント終了日より１年間保管すること

◆ 国の接触確認アプリ「COCOA」、大阪コロナ追跡システムの導入、又は名簿作成などの追跡対策の徹底

※１ イベントには、遊園地・テーマパーク等を含む

※２ 収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要）。収容定員が設定されていない場合は、大声あり：十分な

　　 人と人との間隔（できるだけ２ｍ、最低１ｍ）を確保し、大声なし：人と人とが触れ合わない程度の間隔を確保すること

※３ 参加人数が5,000人超のイベントに適用

※４ 対象者全員検査における陰性を確認する対象者は、人数上限（20,000人）を超える範囲の入場者とする

　　 対象者全員検査により行動制限の緩和の適用を受けようとする事業者は、府に登録が必要

※５ 安全計画策定イベントでは、「大声なし」の担保が前提

※６ 「大声あり」は、「観客等が通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」と定義

※７ 飲食提供は、５時〜21時。（酒類提供（参加者による持込みを含む）は11時〜20時30分）

　　 業種別ガイドラインの遵守、同一テーブル４人以内など、業態に応じた感染防止対策を守ることを条件とする


